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1950'"'-' 1951年及び1986年伊豆大島噴火の

前兆現象に関する現地観測資料の解析*

安藤邦彦**

Analyses of the Precursory Phenomena of the Eruptions of the Volcano Mihara， Izu Oshima 

Island in 1950--1951 and 1986 as Deduced from the Field Observation Data * 

Kunihiko ANDO ** 

Remarkable eruptions with lava pourings of the Volcano Mihara occurred in 1950--1951 and 

November， 1986. In 1950--1951， the summit crater erupted， and the lava flowed to the caldera floor 

twice. In 1986， the summit "crater also erupted with lava streams to the caldera floor， and then 

fissure eruptions occurred on the caldera floor and the northwestern flank outside the caldera rim. 

Field observations at the summit area by the Oshima Weather Station were conducted through 

these two eruptions. Precursory phenomena of the eruptions are studied by use of these field data. 

Conclusions are as follows: 1) No clear changes on either height or temperature of the fumes 

around the summit crater were observed before both eruptions. 2) In the 1986 eruption， the fume 

activities inside the summit crater became more conspicuous after 1978. 3) The collapse of the in-

ner wall of the cra ter steadily continued through the quiet period， but it became remarka bly fre-

quent near the eruption points about two years before the 1950 eruption， and a year and a half 

before the 1986 eruption. 4) Newly appeared fume regions and activation of the fumes were ob-

served near the eruption points a year and a half before the 1950 eruption， and four days before 

the 1986 eruption. 5) N ew cracks were 0 bserved near the eruption points in the cra ter floor a year 

and a half before the 1950 eruption， and two days before the 1986 eruption. 6) In the eruption of 

1986， increase of the CO2 concentra tion in volcanic gas was 0 bserved four years before the erup-

tion. 

~ 1. はじめに

伊豆大島の火山活動については 5世紀以降の資料が

かなり詳細に調査され，整理されていると言える。しか

し 5世紀から18世紀乙ろにかけては，主に古文書等の

記述からの調査であるため 地形等に活動の跡を残した

、顕著な噴火活動が主となっていると言える。 19世紀以降

に入ってからは，火山の観測体制の整備が次第に進んで

きたので，詳細な噴火活動の経緯が得られるようになっ

fこ。

19世紀以降発生した主要な 4回の噴火活動のうち，

1950--1951年の噴火については 噴火以前から三原山山
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頂における現地観測が実施されており，貴重な資料が得

られているので，その資料を再整理した。また， 1986年

の噴火前の現地観測資料については，火山現地観測原簿

に基づき解析を行った。乙れら 2つの噴火前の現地観測

資料から噴火の前兆現象の把握を試みたので，その結果

を報告する。

~ 2. 噴火活動の概要

気象庁 (984)及び地質調査所(1987)の資料から，

5世紀以降の噴火活動及び規模の概要を第l表に示した。

(1) 18世紀以前の顕著な噴火活動は，山頂での噴火ま

たは山頂での噴火及び山腹での割れ目噴火であり，
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多量の火山灰等の噴出物が全島に堆積し，また，山

腹を流出した溶岩流は海岸にまで達している。

特l乙， 5世紀及び 7世紀の噴火では，山頂での水

蒸気爆発によりカルデラを形成し， 1684~1690年の

噴火では，現在噴火活動の中心となっている中央火

口丘である三原山の原型を形成した。

(2) -5世紀以降18世紀にかけ，噴出物総量が 2億トン

を超すような大規模噴火が12回発生しているが， 19 

世紀以降発生した主要な 4回の噴火では，個々の噴

出物総量は前述の1I100~ 1110程度と言える。

~ 3. 1950~1951年の噴火について

噴火活動の経過の概要を第 2表に示した(気象庁，

1984，津屋他， 1934)。

乙の噴火は 7月16日朝三原山山頂火口のほぼ中央に

位置する直径約 300mの火孔の南側内壁で発生し，噴出

点かち火孔底へ溶岩を流出した。その後噴火活動は次第

に活発化し，火孔底からの溶岩の流出及び溶岩頭位の上

昇が続き， 7月26日には火孔内に噴石丘を生成した。

その後もさらに溶岩頭位の上昇が続き， 8月15日には

火孔内から火口床へ溶岩を流出， 9月13日には三原山山

頂からカルデラ床へ溶岩を流出した。その聞に火孔内の

噴石丘が成長し，現存する三原新山を形成したが 9月

第2表 1950~1951年の噴火活動の経過の概要

1 950年

7月1(j El 0 9時 07分測候所の地震計に火山性微動が記録さ

れ始める。

三l東山山頂の火孔(直径約 300m.深さ約 150
m)の南東内墜で畷火、首寺岩流出。

7J122n 火孔底の溶岩銅位と上昇が始まる。

7月26日 火孔内に噴石丘形成。

8月15日 火孔内を喫めた溶岩が火口床へ流出を始める。

9月 1::l日 三原山山頂からカルデラ床への溶岩流出が始まる。

9月2~{日 山原での噴火活動停止。

9 fl2 8日 溶岩流の移動停止。

1951 !ド
2 J~ t1日 三!瓜山山頂火口床を埋めた溶岩の割れ目から噴火。

2月1::l日 火口床への溶岩の流出始まる。

2 JI2 8日 三原山山頂からカルデラ床へ溶符の流出始まる。

3月28日 j容清流停止。

4月 2日 山頂での噴火活動停止。

その後、 4Jl、6月に噴火活動。

23日急速に噴火活動を停止した。

翌1951年 2月4日前兆現象もなく，三原山山頂の火口

床を埋めた溶岩の割れ目から噴火活動を再開し，火口床

へ溶岩を流出 2月28日には三原山山頂からカルデラ床

へ溶岩を流出した。乙れらの活動は 4月2日に停止した。

3.1 噴気活動の推移

乙の噴火に先立つて， 1947年 1月から三原山山頂での

噴気温度等の現地観測が実施されている。その結果を原

文に近い形で整理したものが付表 lであり，その噴気温

度観測点を第 1図に示した。

乙の現地観測資料により，噴火以前から噴火活動開始

までの三原山山頂の噴気活動，火孔内の噴気活動，火孔

内壁の崩壊等のそれぞれの状況を詳細に知ることができ

fこ。

始めに，付表 1にまとめた観測点付近の状況，火孔内

の状況及び火口原の状況における噴気量等の記述を検討

した。

噴気量については， I非常に少なし，やや少なし，少

なし，やや多し多し非常に多し」と表現されている

が，噴気量の階級に関する資料は残されていない。この

ため，現在火山観測指針で示されている噴気量について

の表現「ない，少量，中量，多量jと比較する乙とは難

しいと思われる。

また，冬期聞に噴出量が「やや多し，多し」と言う記

述が多くみられるが，現在の三原山山頂及びカルデラ内

火口列で観測される噴気量についても，冬期聞に多くな

り，特に降水後には多くなる傾向が認められている。

以上の点を考慮に入れて，三原山山頂火口全体の噴気

活動及び火孔内の噴気活動を検討した結果，噴火前の 4

年聞については顕著な変化は認められなかった。しかし，
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(A) (8) 
第 1図 三原山山頂に設定した噴気温度観測点(1947年 1月-1950年 7月)

(A) 当時の噴気温度観測点の分布は，乙の図面が残されているだけである。

(B) : 1950年7月の噴火以前の三原山山頂火口の全容

図中の点線部は，資料の内容から (A)における噴気温度観測点 (A-E)の範囲と考えられる。

1949年 7月乙ろからD点上方の岩の隙聞からの噴気活動

が活発化して，他の観測点、よりも高温な噴気が噴出され，

また， 8月には噴出音を伴ったことは， 1974年以降の現

地観測で，噴出音を伴うような噴気活動が観測されてい

ない乙とから，三原山山項での噴気活動としては異常な

現象であったと言える。 9月以降は噴出音は観測されず，

噴気温度も徐々に下がり，秋には原状に戻ったと考えら

れる。

火孔内壁の崩壊については 1948年ころから頻繁に発

生するようになり，規模も大きくなっていった。また，

1949年 1月以降火孔内壁の南々西の縁に沿って幾条もの

亀裂を生じ，次第に亀裂部の拡大及び崩壊が進み，火孔

内への崩落が生じた。

その他については 7月16日の噴火までに顕著な現象

は認められなかった。

しかし，噴火前には顕著な変化はなく，噴火後の 7月24

日の観測でD点のみが約30
0

(.の上昇を示した。

なお，噴気温度の推移から夏期聞に温度の低下，冬期

聞に上昇する傾向が認められるが 付表 lの現地観測結

果による噴気量の表現で「冬期聞にやや多し，多しJr夏
期聞に少なし，極く少量」が多く記載されている乙とと

合わせると，噴気温度の季節変化には噴気量が関係して

いるものと思われる。

~ 4. 1986年11月の噴火について

噴火活動の経過の概要を第 3表に示した(気象庁，

1987)。

11月15日夕方， 1974年6月以降12年ぶりに三原山山頂

火口のほぼ中央に位置する直径約300mの火孔の南々東

側内壁から噴火(A火口)，以後溶岩噴泉活動を継続， 23 

日に停止した。噴火と同時に噴出点から火孔底への溶岩

3. 2 噴気温度の推移 の流出が始まり， 18日にかけ1950-1951年の噴火時の溶

第 l図で示した各観測点の噴気温度の推移を第 2図に 岩流出量の約 5倍という速さで溶岩を流出(小山他，

示した。 1987)， 18日には火孔内から火口床への溶岩の流出， 19 

E点を除く各地点、では，観測を開始した1947年当初と 日昼前には三原山山頂からカルデラ床へ溶岩を流出した。

比較して，徐々に温度が低下する傾向が認められる。 21日14時乙ろからカルデラ北部で多数の有感地震を含
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第 2図 各観測点における噴気温度の推移

↑: 1950年 7月16日の噴火
A点は1949年 9月に埋没，観測不能となる。

各観測点とも，噴火の前に噴気温度の明瞭な変化は認められなかったが，

D点では噴火後の 7月24日に約30
0

(.上昇した。
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第3表 1986年の噴火活動の経過の概要

1U86W 
7Jl19E:1 12年ぶりに!日1欠的な火山性微動始まる。

1IJIIHl 三原山山頂の火孔(院径約30 0 rn，深さ約2:~ 
o rn) の陶々~内壁から新た江噴気活動確認。

l1J115H 17時 25分火孔の南々議内墜に新たに生じた暇

主u活動撲から明火、 j容岩流出。

1 1月1O日 火孔底の溶岩頭位の上昇始まる。

1 0時過ぎから地震活動活発化、有感地鐙発生し

始める。

1 1 JJ J 8 FI 火孔内を甥めた溶岩の火口床への流出始まる。

11)')lU日 三原山山頂からカルデラ床への溶科の流出始まる。

07時切から 2lfl午前中にかけ地震活動弱まる。

23時頃から 21日午前中にかけ噴火、微動活動

弱まる。

11JJ21日 噴火活動活発化。

1 4時頃からカルデラ北節の地震活動活発化、多

数の釘感地震発生し始める。

1 6時 15分カルデラ内で割れ目噴火始まる。溶

お流IH.20時a5分頃噴火活動は停止。

1 7時47分外給山北西斜面で割れ目噴火始まる。

溶岩流出。 211時50分頃噴火活動は停止。

1 1月23日 09時43分以降山頂での噴火活動停止。

長頃カルデラ床で溶岩流発生。

その後、 12月 18日、 1987年 111116日、 18日及び 19 
88年 11125日、 27日に噴火活動。

む地震活動が活発化し， 16時15分カルデラ内で割れ目噴

火 (B火口列)が始まり， 17時47分には外輪山北西斜面

で新たな割れ目噴火 (C火口列)が始まり，いずれも激

しい溶岩噴泉活動及び溶岩の流出を行った。

B火口列及びC火口列の割れ目噴火は， 21日夜半前に

は活動を停止し，以後23日にかけA火口及びB火口列の

一部が断続的に噴火を継続したが， 23日朝すべての活動

を停止した。

4.1 火孔内の噴気活動の推移

1974年以降の現地観測資料を付表 2に示した。

1974年 2月から 6月にかけ火孔底で小規模なス卜ロン

ボリ噴火に伴うスパッタリングと，火孔底へ溶岩を流出

し溶岩頭位が上昇した。また， 1956年 7月から大島測候

所で継続的に実施し始めた遠望観測によると，観測当初

から観測されていた三原山山頂からの噴煙は， 1974年 2

月以降ほとんど観測されなくなり 1975年 5月を最後に

1986年の噴火まで噴煙が全く観測されなくなった(大島

測候所からの遠望観測では 三原山山頂から噴出される

噴煙の高度が 130m I乙達して はじめて噴煙が観測され

る)。

その後の現地観測では 火孔内からの噴煙活動は認め

られなくなり，時々薄青色の噴煙の上昇，あるいは火孔

内に薄い噴気が充満する程度となった。

しかし， 1978年10月初日火孔内から火孔縁上約60mP::

上昇する白色の噴気が観測され，その後1984年12月7日，

1985年 1月7日には30m及び1986年8月18日には40mIL. 

上昇する白色の噴気が観測された乙とから，火孔内の噴

気活動が徐々にではあるが活発化していったものと思わ

れる。

そして，噴火発生前の1986年11月14日に，火孔の南々

東内壁で新たな噴気が観測され，翌日その地点から噴火

が開始された。なお，野口喜三雄氏の話では， 11月12日

13時乙ろには同地点で噴気が認められたということであ

る。

4. 2 三原山山頂の噴気高度の推移

三原山山頂での噴気高度等の観測点を第 3図に示した。

継続的な噴気高度の観測は1975年 1月ころから実施され，

観測点争 F-1から F-8のブロックに設定し， F点付

近から目視で測定したものである。観測結果を第 4区JI乙

示した。

F-2では， 1980年頃から噴気高度の低下傾向が認め

られる。また， F -4から F-6については，若干の噴

気高度の高まり傾向が認められるが，著しく明瞭という

ものではない。

4. 3 F点における噴気高度，噴気温度及ひiC02濃度の

推移

F点における噴気高度，噴気温度及び火山ガスの観測

は，1979年11月から実施されている。観測結果の推移を

第5図に示した。

噴気高度及び噴気温度に関しては，変化は認められな

かった。しかし，北川式ガス検知音によるCO2濃度は，

1983年ころから濃度の増加傾向が認められた。

なお， 1986年8月から三原山山頂部における噴気温度

観測点を 4点増設しており，その観測点、は第 3図に示し

た。その観測結果の推移を第 6図に示した。これによる

と，各観測点とも噴気温度は低下あるいは横這い傾向に

あって，噴火前には変化は認められなかった。

4.4 火孔内壁の崩壊について

現地観測で観測された顕著な現象と ιて，火孔内壁の

崩壊をあげる乙とができる。内壁の崩壊は， 1974年以降

頻繁に発生しているが 特に1985年2月22日には規模の

大きな崩壊が発生した。また， 1986年11月14日の観測で

は，火孔の南々東内壁に生じた噴気域から弱い落石が連

続的lと発生しており，三原山山頂の南東部の火口床に亀

裂が生じていた。噴火当日の11月15日午前中の観測にお

いても，同地域で引き続き落石が生じていた。

-5-
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第3図 三原山山頂に設定した観測点
F-1--F-8:F点付近からの目視観測によるブロック別噴気高度観

測点、 0975年 1月--1986年11月)

F:噴気高度，噴気温度及び火山ガス観測点 (1979年11月--1986年11月)

1--4 噴気温度観測点 (1986年8月--1986年11月)

~ 5. まとめ

1950--1951年及び1986年の噴火について，当時の現地

観測結果手解析した。これにより，両噴火に共通した前

兆現象については次の乙とが言える。

(1) 三原山山頂全体からの噴気高度や噴気温度に関し

ては，若干の消長はあるものの，噴火の直前に至る

まで明瞭な変化は認められなかった。

(2) 噴火直前ではないが 火孔内の噴気活動の若干の

活発化が認められた。

(3) 平常時においても，火孔内壁の崩壊が進んで行く

が，噴火地点近傍の火孔内壁は，噴火直前にかけて

崩壊が顕著となったと考えられる。

(4) 噴火地点近傍では，噴火直前に新たな噴気活動域

の発生と活発化が認められた。特に， 1986年11月の

噴火の場合に顕著であった。

(5) 噴火の直前ではないが，噴火地点近傍の火口床に

亀裂を生じた。

(6) 1986年11月の噴火の場合には，火山ガスのCOz濃

度の増加が認められた。

東京大学地震研究所の観測(鍵山他，-1982，1983，1987， 

予知連会報， 1981， 1982， 1983: 1984， 1985)によると，

1986年11月の噴火に際しては 1978年乙ろから火孔内の

熱異常の面積の拡大が確認された。特に， 1986年8月の

火孔内の観察では，昇華物の付着やS02臭を感じ，また，

新たな熱異常域の発生，拡大が認められるなど，大島損IJ

候所の現地観測における目視，火孔外の測温， C~濃度

の観測結果と符号する点が多い。

これらは，噴火に先立ち熱現象が活発となり， 噴気量の

増加や熱異常の拡大，そして火山ガスの高濃度化が進行し

た乙とに原因するものであろう。また，両噴火のケース

とも，火孔内壁の崩壊が噴火開始に近付くにつれて顕著

となり，また，噴火地点、近傍の火口床に亀裂を生じてい

る乙とは，マク、、マが表面lζ向かい移動する過程を反映し

ている現象と推定でき，大変興味深い。

乙のように，過去の現地観測資料を解析しておくこと

は，火山活動の監視の上で，有効な異常現象を客観的に

抽出する乙とを可能にすると思われる。

本研究により，前兆の検出と言う観点で現地観測が有

意義である乙とを確認できた。また，今後大島測候所が

-6-
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第 4図 各観測点、における噴気高度の推移

F-4， F-5及びF-6では，若干の噴気高度の増加が認められたが，その他の点では

噴火の前に明瞭な変化は認められなかった。
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第 5図 F点における噴気高度(a)，噴気温度(b)及び火山ガス(C02)濃度(c)の推移

↑: 1986年11月15日の噴火

噴気高度及び噴気温度については変化は認められなかったが， CO2濃度は1983年以降増加

傾向が認められた。
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第 6図噴気温度の推移 0986年8月--11月)

↑: 1986年11月15日の噴火

1986年 8月16日以降新たに設定した噴気温度観測点

観測点 1 0一一O 観測点 3 ム……ム
観測点 2 .一一. 観測点、 4 企-・一企

各観測点、とも，噴気温度には変化は認められなかっ

fこ。

行う三原山山頂の現地観測項目の中IC.，火孔内の温度分

布及び噴気活動等の観測を含めることは有意義なことで

ある。
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現地観測結果の推移 (1947年 1 月 ~1950年 7 月)

火口原の状況

火口原の水蒸気噴出箇所前回より多く、特に

北側に多し
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付表 1

観測点付近の状況

水蒸気噴出高度は概して低く、濃度は全般に

淡く、両側見通す程

1月 3日1947年

水蒸気の噴出箇所前回より少し

水蒸気噴出箇所前回とほとんど閉じ、残雪あ

り、水蒸気の濃度濃し、噴出高度低し

底部北側より水蒸気の噴出を認む

北側壁上部及び底部西側に水蒸気の噴出少量

を認む、北側及び東側崩壇中にして岩石落下

音を聞く

水蒸気の噴出箇所前回と同じ

全般に噴出量少ない

1月22日

2月 5日

海
測
田
中
越
猫
包
融
制

-
1
品
咽

水蒸気の噴出箇所前回と同じ

水蒸気の噴出量全般に少なく、西側内輪山壁

やや少なし、水蒸気護度淡く、高度低し

水蒸気及び煙りの噴出を認めず

水蒸気及び煙りを認めず、東側及び北側壁の

崩壊著しく、東側及び北側壁の崩壊跡に硫黄

の付着を認める

D 、E地点の蒸気量変化なく、 A地点ほとん

どなし、 B. C地点方向やや少なし、

前回より各地点とも噴出量少なし

2月15日

2月25日

噴煙、水蒸気等の噴出認められず

北側壁の崩壇大きい

一般に噴気少なく、西側内輪山壁少なし

噴出箇所異状なし

水蒸気噴出高度A.C地点約 2m.B. E地

点約 8m. D地点約 10m

3月 5日o 

濃度一般に温し、高度約 2m，全般的に多く、

特に南側及び東側多し

北及び東側壁崩壇跡あるも当時崩壊なし、北

側底部より水蒸気噴出中、東側及び北側に硫

黄層あり

一般に水蒸気多く、南側及び東側内も噴出を

認める

3月 17日

漉度やや濃し、高度A点低く、他は前回と同

じ
底部西側より水蒸気の噴出あり、その他異常

なし、崩壇音なし、

一般に水蒸気の噴出少なく、東側はなし底部西側及び南側より水蒸気の噴出あり、少

量の煙り(黄色)噴出せる模様だが、半Ij然と

せず

一般に水蒸気少なし、東側全くなし

水蒸気濃度やや淡し、噴出高度全般に低い

3月26日

4月 7日

水蒸気の噴出非常に少なく、南西側に幾分見

られ、南東側やや多く噴出見られる
北東側及び南東側壁崩壊跡あり、底及び壁よ

り噴出していた水蒸気全然認めず、煙りもな

し、崩壊音一時間こえた、硫黄層も北側にあ

るのみ

4月15日 水蒸気の噴出一般に少なく、濃度も淡く、高

度も低し、前回に比し A. B. C地点蒸気淡

く高度低し、 D. E地点高し、全地点噴出量

少なく、 A地点はほとんどなし



火口原の状況

今回も水蒸気の噴出全般に少なく、西側及び

北西側に水蒸気の噴出少しあり

火孔内の状況

水蒸気及び噴煙認められず、崩壊音西側壁で

少し聞こえる

観測点付近の状況

水蒸気少なく、濃度淡〈、高度低し、 D地点

の外は地上を遣う程度

4月25日194 7年

前回と変化なし前回と変化なし前回と変化なし5月10日

南西側内輪山壁に蒸気の噴出少しあり前回と変化なし前回と変化なし

霧のため全般的に不明だが、水蒸気量A地点

少々あり、 B. C地点相当あり、 E地点多し

5月14日

水蒸気の噴出ほとんどなく、内輪山南西側壁

やや多い

前々前回と変化なし

5月26日

汁
加
伺
岬
い
片

δ
誼
荏
控
室
崎
主

8
璃
苛

南西側やや水蒸気の噴出あり噴煙、水蒸気の噴出全くなし、北東側及び南

東側壁に崩壊の跡あ'り

水蒸気量は一般に少ない、南東側及び東側全

くなし

水蒸気の噴出全般に少なく、東側及び南東側

なし

6月 9日

6月19日

前回と同じ前回と同じ水蒸気の噴出全般に少なし6月26日

ドー‘
トー‘ 水蒸気の噴出ほとんどなし崩落岩中の西側に 2カ所、南西側に 1カ所水

蒸気の噴出見る

全般に水蒸気の噴出少なし7月 8日

水蒸気の噴出非常に少なし底部水蒸気の噴出なし、崩壊音なし水蒸気の噴出非常に少ない7月17日

霧のため不明崩壇音なし霧のため不明.7月25日

霧のだめ不明崩墳音なし霧のため不明8月 5日

霧のため不明崩壇音なし霧のため不明8月15日

霧のため不明崩壇音なし霧のため不明8月'26日

異常なし観測中北側壁崩壊噴出量全般に少なし9月 4日

異常なし南側壁より少量の水蒸気の噴出認む噴出量全般に少なし9月17日

トーー
炉開・‘

異常なし

西側を除く火口原一帯に水蒸気の噴出あり

異常なし

南々東側底では 3カ所、西側火口縁では少量

変化なし

変化なし

9月23日

1 0月 7日



ドーー
ト、コ火口原の状況火孔内の状況

その下の底部ではやや多量、北東側底部では

少量の水蒸気の噴出あり、北東側壁に崩壇の

跡あり

観測点付近の状況

前回に同じ底部中心よりやや南よりにー少量の水蒸気の噴

出あり

東、南東、南側で水蒸気の噴出あり

A地点に水蒸気の噴出あり、他はほぼ正常1 9 4 7年 10月15日

一般に水蒸気の噴出多し、特に南東側及び南

側が多し

観測中北側壁少量の崩壇あり、その他異常な

し

北西壁側縁やや水蒸気の噴出あり、その真下

の底の小さい穴からは割合多く水蒸気の噴出

あり

水蒸気の噴出A， D地点極く少なく、 C，E 
地点やや多く、 B地点やや少なし

A地点を除き一般に水蒸気の噴出量多し

1 0月25日

1 1月 6日

懇
測
事
撞
拙
印
仏
跡
鞘

全般に水蒸気の噴出少なし、東側及び北側は北西側壁付近から崩壊音著しく聞こえる、水

蒸気の噴出認められず なし

前回と変わらず崩壊音しきりに聞こえるが、方向は不明、西

側壁中腹に少量の水蒸気の噴出あり、浅くな

るのが目立つ

D地点では

C， E地点

全般に水蒸気の噴出少なし、 B，

、ーやや多 L

一般に水蒸気の噴出少なし、 B，

のみ多し

1 1月16日

1 1月26日l
H
M
l
 -

j
品
岨

全般に水蒸気の噴出多し南々東側壁下より僅かに水蒸気の噴出あり、

北西側縁及びその真下からも水蒸気の噴出あ

り、崩壇音なし

全般に水蒸気の噴出多く、 B地点特に多し6日1 2月

観測点付近相当量の水蒸気の噴出あり南西側壁中腹より少量の水蒸気の噴出ありA地点を除き全般に多し1 2月15日

全般に水蒸気の噴出多し、

全般に少なく南々東及び南側の観測点付近に

水蒸気の噴出あり、火口茶屋下から僅かに水

蒸気の噴出あり

水蒸気の噴出する所平常より多し

南東側壁の崩壇前回に比し多く、南西側崩壇

中でしきりに崩壊音を聞く、北東側縁の砂層

に崩壊跡あり、西側底部から僅かに水蒸気の

噴出あり

各地点とも水蒸気の噴出多し

全般に水蒸気の噴出少なし

1 2月24日

1 9 4 8年 1月 5日

全般に水蒸気の噴出多く、特に観測点D地点

付近相当量の噴出、火口茶屋下から幾分出て
底部から少量の水蒸気の噴出あり、南東側壁

やや崩れる
全般に多し、 A， B， C地点少なく、 D，

E地点やや多し
いる

全般に水蒸気の噴出多し変化なし全般に多い、 A地点全くなし、

1月17日

1月28日



観測点付近の状況 | 火孔内の状況 | 火口原の状況

1 948年 2月 5日|全般に水蒸気の噴出やや多く、特に B地点付|底部南西側に幾分水蒸気の噴出あり、北西側|水蒸気の噴出やや多し

近多し、 |縁にもあり、崩壇音時折聞こえる

2月16日|水蒸気の噴出多し

2月18日|全般に水蒸気噴出量少なし

2月25日|水蒸気の噴出多し

3月 5日|水蒸気の噴出量平常

全般に水蒸気の噴出多し 水蒸気の噴出箇所及び噴出量常より多し

北西側縁からやや水蒸気噴出し、その真下か|全般に水蒸気の噴出少なし、観測点及び南東

らも出ている、 |倒Jjから噴出あり

西側上部から水蒸気の噴出あり 全般に水蒸気の噴出量及び噴出箇所多し、北

側からも出ている

水蒸気噴出量普通なるも南西側他と比較して|水蒸気の噴出量、噴出箇所普通

多し

3月16日|水蒸気の噴出量やや多し、噴出量E地点やや|底部水蒸気の噴出あり

多し

トー・‘
ι心

3月25日|全般に水蒸気の噴出量多し、噴出量は A地点!底部西個快ら少量の水蒸気の噴出を認む

を除き多し

水蒸気の噴出量やや多し、東側にも水蒸気の

噴出あり

全般に水蒸気の噴出量多し、北側少々崩壊

4月 4日|水蒸気の噴出量A地点やや少なく、他の地点|底部西側から少量の水蒸気の噴出を見る東側|異常なし

は全般にやや多し l壁崩れる

4月19日|全般に少なく、 C地点やや多し

4月25日|水蒸気の噴出量少なし、 A地点全くなし

5月 5日|全般に水蒸気の噴出少なし

5月15日|全般に少なし、 A地点はなし

底部中央部及び西側から極く少量の水蒸気の|異常なし

噴出あり、北東側壁時々崩れる

水蒸気の噴出なし

縄を張って火孔の直径を測ったところ

北西一南東約 320m

北東一南西約 340m

水蒸気の噴出量少なし

水蒸気の噴出量少なし

底部中心部から僅かに水蒸気の噴出あり、崩|全般に水蒸気噴出量少なし

壇音しきりに聞こえる、底部の深さ中心部を

最深として投影により測定した結果約 150
ロ1
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観測点付近の状況

1 948年 5月23日|全般に水蒸気の噴出量少なし、 A地点なし、

C地点やや多し

6月 5日|全般的に水蒸気の噴出少なし

6月25日|水蒸気の噴出少なし、 A地点全くなし，

火孔内の状況 | 火口原の状況

底部西側からやや多く水蒸気の噴出あり、南 1:轄のため不明

側壁崩壊跡多し

底部西側から少量の水蒸気の噴出あり

底部西側から少量の水蒸気の噴出あり、南東

側壁崩壇跡多し、底部中央部、西側及び南側

雑草の植生あり

全般的に水蒸気の噴出少なし

7月- 6日|全般に水蒸気の噴出少なし、 A地点全くなく|水蒸気の噴出全くなし、南東側壁相当崩れた|全般に水蒸気の噴出少なし

、E地点やや多し |模様で、底部若干浅くなる、南西側壁中腹に

男女各 1名の死体を見る

7月15日|全般に少なし 底部北側多少の水蒸気の噴出あり 水蒸気の噴出 E地点上部に少量あるのみ

南東壁の1/2北東壁2/3付近から中心まで崩壇|全般に水蒸気の噴出少なし、北西側に植物 1

岩石堆積す I 0数本あり

8月 7日IA地点なし、 C地点普通、他は極く少量の水!北西側壁の真下から極く少量の水蒸気の噴出|変化なし

蒸気噴出 |あり

7月26日|全般に少なし、 A地点なし

ド・4‘
~ 

8月16日 IC及びE地点多く、他は少量、 A地点なし |西側崩れ甚だしい、水蒸気の噴出なし |ちょう及びあぶらぜみ多数見かける

8月31日IA地点なし、他は概して少なし |底部から2/3の北側壁の割れ目から水漫み出 l変化なし

す

9月 5日 IA地点なし、他は極めて少量

9月18日l前回と同じ

9月25日|前回と同じ

1 0月 8日IA. D地点なし、その他は概して少なし

1 0月16日 IA地点も微量の噴出あり、その他は不明

異状なし

水蒸気の噴出少量あり

南西側壁(下から1/5)及び西側底部から少 I 1 6日の暴風雨で多少砂及び砂醗にて埋まっ

量の水蒸気噴出 I t.こ様である

水蒸気の噴出なし |変化なし

底部北、南、西側、中央及び南東側中腹から|変化なし

水蒸気の噴出あり

変化なし 変化なし
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観測点付近の状況

1 948年 10月27日|全般に噴出量多く、特に西側多し 変化なし

1 1月 7日 IA地点なし、他は概して少なし

1 1月15日|前回と同じ

火孔内の状況

南西側から東側にかけて砂崩れ甚だしい

火口原の状況

底部北側から1/3の所、南側及び西側底部上か|変化なし

ら30mの所に少量の水蒸気の噴出あり

前回と同じ

1 1月26日 IA地点は極く少量、 B，E地点は多量、 C、|変化なし

D地点並

1 2月 7日 IA， D地点を除き多量

1 2月16日|概して少なし

1 2月29日|噴出量非常に多し

ドー-
C，J1 

変化なし

変化なし

底部最低部からやや多量の水蒸気噴出、数箇|噴出箇所非常に多く、水蒸気量常より多し

所から水蒸気の噴出あり

東側壁砂、岩崩れ甚だしい 西側一帯の亀裂箇所相当増加す

北東、北々西側壁崩れ甚だしい、南~西~北|南東側一帯、北東側及び西側その他数箇所か

側の数箇所から水蒸気噴出す |ら新たに水蒸気噴出

1 949年 1月 7日|水蒸気の噴出はA地点なし、 B、E地点多く i異常認められず

、その他は普通

異常認められず

1月17日|水蒸気の噴出量A地点極く少なく、他は多し|南側から北東側壁崩壇著しく底部に岩石堆積'全般に水蒸気の噴出少なし、南々西側火孔縁

底部中央及び南西壁底から1/3のところ少量判付近に大きな亀裂あり、その後但IJにも深い亀

蒸気噴出、西側底部及び西側縁から少量の水j 裂おり

蒸気の噴出あり

1月25日|水蒸気の噴出A地点なし、 B，E地点少なく|西側壁とその真下底部から極く少量の水蒸気|全般に水蒸気の噴出少なし、南々西側火孔縁

、C地点やや多く、 D地点多し |の噴出あり |の亀裂一部は本日 11時 50分ころ崩壊、そ

の後亀裂やや大きくなる

2月 5日|水蒸気の噴出全般に多く、 A地点はなし 水蒸気の噴出は認められず、東側で崩壇音を|水蒸気の噴出全般に多く、特に南側から西側

聞く |にかけ多い、亀裂箇所異常なし

2月 15日 IA地点穴ふさがる、 D地点は少なく、他は普|各側壁崩壊甚だしい

通

2月26日 ID地点少なく、他は普通 霧のため不明

変化なし

霧のため不明
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ドーー
σ3 火口原の状況

異常なし

火孔内の状況

南側壁真下及び西側縁上から多量の水蒸気の

噴出あり

観測点付近の状況

水蒸気の噴出量B地点やや多く、 E地点多く

、C，D地点普通

3月 8日1 949年

異常なし西側上縁から水蒸気の噴出あり水蒸気の噴出量各地点とも普通3月16日

異常なし

異常なし

水蒸気の噴出少量あり

1 1時35分北側壁崩壊す、西側壁上から少

量の水蒸気の噴出あり

変化なし3月24日

水蒸気の噴出やや多し4月 5日

懇

測

早

蓮

猫

足

踏

鞘

異常なし前回の場所から水蒸気の噴出ありD， E地点多く、その他は普通4月15日

異常なし

南側の亀裂次第に拡大(幅約 1m) 

北側及び南側壁崩場著しくかなり浅くなる、

水蒸気噴出認められず

北~東~南側壁の崩壊著しい、水蒸気の噴出

認められず

全般に水蒸気の噴出非常に少なし4月25日

異常なし

全般に非常に少ない5月 4日

ドー‘
σ3 前回と同じ水蒸気は観測地点付近に少量噴出しているの

み

5月16日

-

j
仏
岬

異常なし

変化なし

底部西側から少量の水蒸気の噴出あり

水蒸気の噴出なし、崩壇著しい

前回と同じ5月25日

水蒸気の噴出全般に少なく、観測点及び南東

側で認められる

6月 5日

変化なし前回と同じ観測地点のみから水蒸気噴出6月15日

変化な L

変化なし

底部西側から少量の水蒸気の噴出あり

西側壁から少量の水蒸気噴出

前回と同じ

D地点のやや上の岩の隙聞から多量の水蒸気

の噴出あり(温度 68.4"C)、観測地点は

概して少なし

6月27日

7月 5日

足元で亀裂が多いのが目立った霧のため不明霧のため不明7月 15日



観測点付近の状況 | 火孔内の状況 | 火口原の状況

1 9 4 9年 8月 7日 ID地点上方の岩の隙聞からシューという噴出|南側壁の上部から少量の水蒸気の噴出あり |異常なし

音を伴い多量の水蒸気噴出(温度 71. O"C)! 

内 C. D地点の聞に 2カ所、火口の東側に 1ヶ

所やや多く噴出、他は微量

8月14日|内輪山南西側壁の中腹から少量の水蒸気が噴 l北側及び南側壁の崩壊著しく、大分浅くなっ|南側の亀裂崩落

出、全般には少なし |た、水蒸気の噴出なし

8月24日|前回と同じ

D地点上方の岩の隙間の温度 70 2
0

C 

(渇場の温度 49. goC) 

9月 5日|前回と同じ

D地点上方の岩の隙聞の温度 70 3
0

C 

9月16日|前日じ

D地点上方の岩の隙聞の温度 67. 9
0

C 

炉開園‘

-.J 

火孔壁の崩壊著しく、特に西側壁は著しい i南側の亀裂崩落、その後方に長さ 30mの亀

水蒸気の噴出認められず I裂があり、所々から少量の水蒸気の噴出あり

底部の数箇所に草が生えている、北東側と南|変化なし

側壁から少量の水が漫み出ている

前回に閉じ

9月26日 ID地点上方の岩の隙聞から多量の水蒸気噴出、|前回と同じ

温度 71. 20C 

1 0月 8日|水蒸気の噴出量及び噴出箇所いつもより多く、l南西側壁から少量の水蒸気の噴出あり

北東~東~南西に点在して噴出

D地点上方の岩の隙間の温度 69..goC

1 Q月14日|水蒸気の噴出箇所は変化ないが、噴出量は非|変化なし

常に多い

D地点上方の岩の隙間の温度 68. QOC湯場

の温度 43. OOC 

前回に同じ

2 1日-23日の降水により、火口原に多量

の岩石散在

変化なし

変化なし

1 0月29日|登山した時は多量の水蒸気が噴出していたが、!底部から 8カ所、北側壁の中腹及ひ西側から|変化なし

1 1時ころから急速に少なくなった、 |少量の水蒸気噴出

D地点上方の岩の隙間の温度67. 70C 
湯場の温度 44. 3で

1 1月 7日|噴出箇所に変化はないが、噴出量は多い

1 1月30日 Ic地点から D地点にかけやや多く、その他 |前回と同じ

底部の数箇所から少量の水蒸気の噴出あり |変化なし

変化なし
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観測点付近の状況 火孔内の状況 火口原の状況 αコ

は少ない

D地点上方の岩の隙聞の温度 70 o oc 

1 949年 12月 6日|前回と閉じ i底部及び西側、北側壁から少量の水蒸気の噴|変化なし

出あり

1 950年 3月 6日|前回と同じ 水蒸気の噴出ほとん山らず、時々岩石の!変化なし

D地点上方の岩の隙聞の温度 64 50C 落下する音がし、砂塵が舞い上がる

4月28日|観測点以外水蒸気の噴出箇所ほとんとなし 西側及び北側壁の崩れが著しい |変化なし

観測点の噴出量も少ない

D地点上方の岩の隙間の温度 63 30C 
湯場の温度 47.00C

実悪

5月 8sID-C 山一帯ME--|ーら多…ーあり
同t

所から多量の水蒸気の噴出あり
早

D地点上方の岩の隙閣の温度 66. 8~ 
損

油

ド.... 

5月12日 観測地点付近及びE側に相当量の水蒸気の噴 南側壁中腹から少量の水蒸気の噴出あり 変化なし
b巳hn 

αD [捗
出あり 猫

5月13日 水蒸気の噴出箇所前四と同じ、噴出量は中、D底部水蒸気の噴出なし 変化なし

地点上方の岩の隙聞の温度 68 o OC ，t.. 

Jjn 

5月22日 前回と同じ 底部西側から少量の水蒸気の噴出あり 変化なし

6月 7日 水蒸気の噴出量少ない 変化なし 変化なし

6月15日 水蒸気の噴出箇所多い 底部数箇所から水蒸気の噴出あり 変化なし

7月 4日 水蒸気の噴出量少ない 底部北側及び西側から少量の水蒸気の噴出あ 変化なし

り

7月16日IB. C. D地点付近で少量の水蒸気噴出

他は少量



1 975年

3月 4日 地形変化:なし鳴動:なし地動:なし噴煙:なし現地観測結果の推移 (1974年 2月--1986年11月)付表 2

地形変化鳴動:な L噴煙うす育、少量地動:なし

:火孔底不明、そのほか異常なし

1日5H 

地形鳴動:なし地動:なし

1974年

2月28日

地形鳴動:なし地動:なし噴煙:うす育、極く少昼

変化:なし

9月25日
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地形

噴煙:なし 噴気:火孔内で多、 白、火口床の東側で少、

白、西側で少、白、岩さい丘で中、白 地動:なし

音響:なし地形変化:なし

噴煙:うす青、極く少量

変化:なし

23時30分-3月 1日o1時30分ころ火孔内で、連続

的に小爆発。鳴動、空振を観測。

火孔周壁からの崩壊土砂による先山灰、スコリヤ及び火山

毛が、火孔の北西方向に多く分布。スコリヤの最大飛散距離

は火孔から北西約1. 7km。また、火孔縁では直径1mほ

どの溶岩片や人頭大の火山弾、溶岩餅も見られた。火孔外に

噴出されたスコリヤの総量は 3x 1 03トンと見積もられた。

この活動で、火孔底には多量の新鮮な黒色の噴出物が堆積

した。

鳴動:なし地動:なし噴煙:うす育、極く少量

変化:なし

1 0月23日

1 2月26日

噴煙:なし 噴気:火干し内で多、白、火口床の南側で多、

白、西側で中、白、岩さい丘で中、白、 地動:なし

音響:なし 地形変化:なし

1 976年

2月26日4月16日-23日 小規槙なスパッタリング。

4月16日に火孔底の新溶岩面上に赤熱の噴出孔を生じ、

翌 17日から間欠的なスパッタリングを始め、 21日ころ最

盛期に達したが、以後は次第に衰えた。

4月16日

c.o 

地形変化:なし

地形変化:なし

7月23日| 噴煙:なし 音響:なし

i 地形変化:頻繁に火孔壁が崩墳して、その度に土煙が上一昇、

|火孔の南西及び東側の壁が崩壊しているが〉火孔の形には大

'きな変化は認められない。

音響:なし

音響:なし

地動:なし

地動:なし

5fll0日

6月18日

5月6日-6月20日ころにかけ、火孔底で活発なスパッ

タリングと溶岩の流出の活動があった。

5月6日夕方から火孔底の新溶岩表面上に噴出孔を生じて、

活発なスパッタリングを始め、 14日ころピークに達したが、l

以後は次第に衰えた。・この問、 7日と 18日には火孔底に溶

岩が流出して、溶岩池を生じたとのことである。また、 4つ

のスバッタコーンを生じた。

6日5月

H
けハU‘a
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噴気は、岩さい丘北西部に極く少量(高さ 1m)見られる。

地形変化、地動、音響なし

8月22日 噴煙:なし地動.なし音響:なし

地形変化:I時々三原山山頂内で火孔壁が崩壊する音が聞か

れる。火孔の南西壁が大きく崩壇したが、火孔縁の形には変

化は認められない。

6日

噴気:岩さい丘北西部に極く少量 Cl-2m)
地形;火孔壁は、少しずつ崩れているようであるが、目立

った変化はない。地動、異常音響なし

10月25日

炉・4

c.o 

音響目白煙:極く薄く火孔内を満たしている

:なし

地形変化:三原山山頂で時々火孔壁が崩壊する背が聞かれ

る。火孔壁が少しずつ崩壊しているが、形には大きな変化は

地動;なし1 2月14日

地形:火孔Ji5I壁の鳴動:なし噴煙:なし地動:なし

崩壊がいくらか進んだ。

1 2月16日



1 978年

1 2月20日

認められないり197 6年
れコ
o 地形変化:なし音響:なし地動:なし噴煙:なし

1 9，7 9年

2月21日

噴煙:なし地動:なし音響:なし

地形変化:火孔壁が崩壊しつつあるが、大きな変化は認め

られない。

1. 977年

2月15日

地形変化:なし音響:なし地動:なし噴煙:なし

地形変化:なし

火孔全体が薄いガスに覆われている。

地動:なし音響:なし

地形変化:火孔縁で希に落石の音が聞かれた。火孔壁の南

東部が少しずつ崩壊しているが、大きな変化は認められない。

音響:なし地動:なし噴煙:なし7日

5月28日

3月

噴煙:なし地動:なし音響:なし

地形変化:火孔壁が少しずつ崩れているが、大きな変化は

認められない。

4月20日

火孔内:薄く噴気あり 地動:なし 音響:なし

地形変化:火孔の北東と南東の壁が崩域したが、火孔の形

には変化は認められない。

6月 13日

懇

測

事

損

猫

足

跡

瀦

-
l
仏
岨

火孔全体が薄い噴気で充満。

地動:なし音響:なし

地形変化:火孔の南側壁が全体に崩壇した。

9 El 1 ()月

噴煙:なし地動:なし鳴動:なし

地形変化:火孔壁が少しずつ崩れているが、大きな変化は

認められない。

1 1月21日

音響:なし

火孔内:薄く噴気あり 地動:なし 音響:なし

地形変化:火孔監が少しずつ崩れているが、大きな変化は

認められない。

地動:なし火孔内:薄く噴気あり

地形変化:なし

1 0月27日

] 2月2~i 日
トコ
Cコ

火孔内に極く少畳噴気が充満

地動:なし音響:なし

地形変化: 火孔の周壁が少しずつ崩壊しているが、大き

な変化は認められない。

1 2月1.2日

噴煙:なし地動:なし音響:なし

地形変化:1月14日の群発地震で火孔壁が崩れた所もあ

るが、大きな変化は認められない。

1 978年

2月22日

地動:なし

火孔内全体に薄いガス充満。

地形変化:火孔内で微かな落石音が聞かれたが、大きな変

化は認められない。

1 980年

2月25日噴煙:なし地動:なし音響:なし

地形変化:火孔西側壁が少しずつ崩壇しているが、大きな

変化は認められない。

4月26日

地動:なし'音響:なし

火孔内全体に薄いガス充満。

地形変化:変化は認められない。

4月24日

噴煙:なし地動:なし音響:なし

地形変化:火孔南側と西側の壁が少しずつ崩れているが、

大きな変化は認められない。

5日8H 

6月12日 地動:なし

地形変化:火孔内から頻繁に落ー石の沓が聞かれ、時々砂煙

が薄く上昇するが、ガスは認められない。

10月26日 地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内から白色噴気が60m上昇(高さは標高660mの
北部テラスからの値)



1 n 8 2年

5月 6日

J南側火孔壁及び東側火孔壁の一部が崩壊した。1980年

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどない慎様。

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどない模様。

8月24日

音響:なし

地動:なし

火孔内全体に薄いガスが充満。

地形変化:南側火孔壁が崩壊、時々落石音が聞かれた。

地動:なし9月 J6日

1 1月11日

地動:なし 音響:なし 地形変化:なし

火孔内全体に薄い噴気あり。

地動:なし音響:なし 地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどない模様。

1 0月13日

7日12J'1 

地動:なし

火孔内ほとんど噴気ないと推定。

地形変化:希に落石音が聞かれるが、大きな変化は認めら

れない。

198 1年

1月27日
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地動:なし 音響:なし

火孔内噴気はほとんどない模様。

地形変化:火孔南東部で頻繁に落石音あり。

1983年

2月 15日地形変化:なし音響:なし地動:なし4J=J21日

地動:なし 背響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどない。

4月13日

地動;なし官響:なし 地形変化:なし

火孔内噴気は全くないと推定。

9日6月

N 

地動:なし 音響 7なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどないと推定。

8日6月

地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔全体に薄く噴気充満。

9月16日

地動:なし

火孔内噴気ほとんどないと推定。

地形変化:火孔南東部で時々落石音あり、約 1分間継続。

9日8月

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどないと推定。

地動:なし 音響:なし

火孔内噴気はほとんどないと推定。

地形変化:希に、火孔南壁で落石がある。

1 0月 16日

1 2 J:I 1 6日

地動:なし 音響:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地形変化:火孔の南壁及び岩さい丘上部次第に崩壊。

1 0月13日
1 982年

1月22日 地動:fJ.し音響:なし

火孔内全体に薄青い噴気が充満。

地形変化:時々落石音が聞こえるが、大きな変化は認めら

れない。
地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔内薄い噴気充満。

9日1 2月

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内全体に薄背い噴気が認められる。

3Ji2~ E1 

ト。
，...企

1 984年

1月24日 地動:なし

火孔内極く薄い噴気あり。

地形変化:火孔南東部で希に微かな落石音あり。



N 
P。

一
地動:なし音響:なし

火孔内薄い噴気が充満。

地形変化:火孔の南側壁がいくらか崩壊したようだ。

1 H 8 4年

1 1月 5日地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔内極く薄い噴気充満。

1984年

2月 9日

(高さは

地動:なし

火孔内北東部から時々噴気が高さ 30mに上昇。

標高660mの北部テラスからの値)

地形変化:火孔東部で時々落石音あり。

7日1 2月

地動:なし

火孔内薄い噴気充満。

地形変化:火孔東部で希に落石音あり。

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気ほとんどないと推定。

2日

4日

3月

4月

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内薄く噴気充満。火孔中央部から時々白色噴気が30
m上昇。

1 9 8 5年

1月 7日地動つなし音響:なし 地形変化:なし

ー火孔内極めて薄い噴気が充満。

4月23日
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地動:なし音響:なし

火孔内極めて薄い噴気あり。

地形変化:火孔南壁表面が全体に薄く崩壊。

1月29日

地動:なし 古・響:なし 地形変化:なし

火孔内極めて薄い噴気が充満。

4日5月

地動:なし音響:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地形変化:岩さ L、丘の北壁が厚さ最大約 10数mにわたっ

て崩壇。 (A点における地震記録から 2月20日に生じたも

のと推定)

2月22日

地形変化:なし

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内全体に薄い鴫気充満。

地動:なし 音響:なし

火孔内極く薄い噴気あり。

6日

1日

6月

7月

N 
N 

地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔肉薄い噴気が充満。

7日3月

地動:なし

火孔内全体薄い乳白色の噴気充満。

地形変化:火孔南壁上部が落石音を伴い、時々極く少量ず

つ崩壊、そのたびに小さい砂煙が上がる。

7日8月

地動:なし

火孔内薄い噴気が充満。

地形変化:1 0時20分火孔床中央部で明瞭な落石音あり、

約 1分後薄褐色の土煙が上昇。

2日4月地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内極めて薄い噴気あるようだが、はっきりしなL、。

8月30日

2日 地動:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地形変化:火孔壁北東部が少しずつ崩壊している模様。

午前 10時から 6午前中の観測によると、 10時23分から

約30秒間明瞭な崩填音があり、始めは火孔北東隅から聞こ

5月

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内極めて薄い噴気あり。

地動:なし音響:なし

火孔内極く薄い噴気あり。

地形変化:火孔の南側壁上部(標高680mより上部)がw

全体に極く薄く表面が剥げ落ちた。

9月12日

4日10月



火孔内噴気はほとんどないと推定。 I
地形変化;火孔南部で時々微かな落石音があり、その後火|

孔全体が極く薄い土煙に覆われる O

1 9 8 (j年え出し、次第に中央部に移行。火孔内からの褐色の土煙は、

始めは北東隅から上昇し 10時25分-26分には火孔全体

から上昇、約 1 分後消滅したの同様な現象は 10 時~~ 5分こ

ろからも発生した。

1 985年

地動:なし

地形変化:希に火孔南東部で微かな落石音あり。

8日4月

地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔肉薄い噴気が充満。

4日阿
川円。

地動:なし

火孔内薄い乳白色の噴気が充満。

地形変化:時々火孔中央部から火孔壁の崩懐音が聞かれ、

約1分後火孔北東部及び中央部から薄い褐色の土煙が少量上

昇した。

5日6月

地動:なし

地形変化:西側火孔壁土.部が頻繁に少しずつ刷場、崩壊音

は時々展望台にまで聞かれた。このため、火孔内は薄褐色の

土煙で充満。

1日8n 
地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔内薄青い噴気が充満。

7日7月
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地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどないと推定。

8月14日

地動:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地形変化:希に火孔壁南東部から落石ー音が聞かれるが、落

石による土煙は上昇しない。

2日8月

地動;なし音響:なし地形変化:なし

火孔内噴気はほとんどないと推定。

向月 15日
れコ
仏コ

地動:なし

火孔内から約 1分間に 1聞の割合で少量の白色の噴気が4
Om上一昇(高さは標高660mの北部テラスからの値)0 

地形変化:火孔底で時々落石音があるが、土煙は上昇しな

8 [11 8日

地動;なし音響:なし 地形変化:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

5日

2日

9 fJ 

1 0月

地動:なし

火孔内噴気はないと推定。

地形変化:火孔内で時々火孔壁の崩域音が聞かれた。

1日9月

地形変化:なし

地動:なし音響:なし 地形変化:なし

火孔内極めて薄い噴気が充満。

地動:なし 音響:なし

火孔内噴気ほとんどない。

4日

3日

1 1月

1 2月

地動:なし音響:なし

火孔内薄い噴気が充満。

地形変化:火孔壁の南側及び南西側が多少崩れたが、地形

には目立った変化は認められない。

9月1.9日
地動:なし-音響:なし 地形変化:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

地動:なし音響:なし地形変化:なし

火孔内極く薄い噴気が充満。

1986年

1月 8日

6日2月

hコ
仏コ

地形変化:なし地動:なし音響:なし

火孔内噴気充満。

6日1 0 Tl 

地動:なし3日3 J:J 



~ 

~ 音響:なし 地形変化:なし

火孔肉薄宵い噴気が充満。

1986年

1 0月21日

青響:なし 地形変化:なし

火孔肉薄い噴気がある模様。

6日11月

「三原山火孔の火孔壁に新しい噴気が生じているJという

連絡に基づき現地観測を実施し、三原山山頂火孔の南々東の

内壁から噴気が高さ約100mに上がっているのを確認した。

1 1月 14日
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午前中の観測では、火孔南々東壁に新たに生じた噴気地帯

は前日と変わらず、噴気の高さも約 100m、引き続きガラ

ガラと落石が起こっていた。

1 1時00分から 11時15分にかけて一時噴気が増大し

たが、その時間帯に徴動の振幅が数倍大きく変動したことが

確認された。

1 1月15日

~ 
~ 


